
⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位
 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位
中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝
担当者
TEL
Email
産連HP
シーズDB

全体 位
 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位
名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの
※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件
件

職務発明の帰属
特許権実施等件数
特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 千葉⼤学

【次世代を担うイノベーションの創出】
イノベーションの創出に向けた産業連携研究の推進・強化、研究成果の社会実装に向けた知的財産の確保と活⽤、イノ
ベーション創出⼈材の育成と組織改⾰。

　基 礎 情 報

本学の研究の核となる新規性・独創性を備えた多様で発展性のある研究群を、⻑期間に亘
り継続的に創出するシステムとして平成２８年４⽉に「グローバルプロミネント研究基幹」を設
置し、学⻑のガバナンスの下、６つの研究部⾨と１９のリーディング研究育成プログラムを組
織的かつ重点的に⽀援。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

2,528,292 957 2,139,881 1,919,006

30％以上 有 無 有 無
間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

807,485 423 418 21

107 22

688,800 386 675,574 380 21
583,008 297 514,710 273 20

1,733 名

研究推進部産学連携課
⾺⽬　亮太
043-290-2111
bef2111@office.chiba-u.jp

105,792 89 160,864

18,337

学⻑の指揮の下、部局横断型の研究者チームと研究⽀援⼈材、及び複数企業が組織的に
コンソーシアムを構成して取り組むオープンイノベーション型産学官連携、併せてさらなる社会
実装を推進する組織体制の構築。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）
839,163

https://imo.chiba-u.jp/collaboration/ip/seeds/index.html

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 99,492 48 183,167 57 12

2,196,388 344 2,354,026 359 15
148,797 67 334,770 78 11

21 3
専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他
実務担当者数 41 42 49,305 19 151,603

 実施等件数あたり
研究者あたり 44,653 238.8

特許出願件数 134 0.077

産学連携本部が関与した共同研究 1
内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 1

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 749 0.432

出願数上位技術分野（2019年公開）
順位 IPC 分野 件数

187

3 C07 有機化学 28
4 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 24

1 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 66
2 G01 測定、試験 39

7 A01 農業、林業、畜産、狩猟、捕獲、漁業 13
8 G02 光学 13

5 B01 物理的・化学的⽅法または装置⼀般 18
6 G06 計算、計数 16

9 H01 基本的電気素⼦ 13
10 C09 染料、ペイント、つや出し、天然樹脂、接着剤等 12

外部資⾦
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22
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ＵＲＡ
名 社

各種規程類の整備状況 件
件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 19 インキュベーション施設
相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数
実務担当者数 12 144

52
産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 40

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無
共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）
受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

11⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）
営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期
株式の取扱等規程、ポリシー

アグリビジネス創出フェア2020

千葉⼤学「新技術説明会」 2⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

2 4 0 0
1 3 3 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位
 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位
中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝
担当者
TEL
Email
産連HP
シーズDB

全体 位
 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位
名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの
※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件
件

職務発明の帰属
特許権実施等件数
特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 東京農⼯⼤学 基礎から応⽤に⾄る⾼い研究⼒により産学官連携を推進し、持続発展可能な社会の構築に向けた新しい技術や価値を

創出することで、社会に貢献する。

　基 礎 情 報

研究担当理事が主導する全学ワーキングにおいて、研究に関する組織的な議論を進めてい
る。農学・⼯学分野および本学の特⾊である農⼯融合分野における研究⼒を解析し、これら
によって⼤型の共同研究等の獲得を⽬指す⽅向で進んでいる。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

1,076,010 291 1,295,800 860,289

20％以上25％未満 有 無 有 無
間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

664,062 440 383 22

148 12

616,113 403 736,508 350 18
446,493 242 499,199 202 22

544 名

研究⽀援課
⻄⼭　拓詩
042-388-7008
kenkyu2@cc.tuat.ac.jp

169,620 161 237,309

7,146

分野横断的融合に基づく新産業の創出を⽬指す。このため、オープンイノベーションの仕組み
や体制を整え、領域横断的な融合分野を総合、システム化することにより、基礎研究から実
⽤化までシームレスにつなぐ研究活動を進める。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）
807,920

http://www.rd.tuat.ac.jp/
http://kenkyu-web.tuat.ac.jp/scripts/websearch/

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 10,758 9 13,476 6

1,491,502 154 1,308,496 151 27
16,258 15 23,380 13

7
専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他
実務担当者数 12 45 5,500 6 9,904

 実施等件数あたり
研究者あたり 17,664 108.4

特許出願件数 140 0.257

産学連携本部が関与した共同研究 0
内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 0

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 594 1.092

出願数上位技術分野（2019年公開）
順位 IPC 分野 件数

163

3 G01 測定、試験 22
4 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 15

1 H01 基本的電気素⼦ 25
2 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 24

7 C08 有機⾼分⼦化合物等 11
8 G06 計算、計数 11

5 A01 農業、林業、畜産、狩猟、捕獲、漁業 14
6 C07 有機化学 12

9 C30 結晶成⻑ 9
10 B62 鉄道以外の路⾯⾞両 8

外部資⾦
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ＵＲＡ
名 社

各種規程類の整備状況 件
件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 22 インキュベーション施設
相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数
実務担当者数 9 60

73
産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 2

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無
共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）
受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

6~7⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）
営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期
株式の取扱等規程、ポリシー

新技術説明会

イノベーションジャパン 8⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

アグリビジネスフェア 11⽉
3 0 0 0
1 0 0 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 熊本⼤学

熊本⼤学では、「ミッションの再定義」により「受託研究・共同研究の受⼊、特許取得等の産学連携の経験等の実績を活か
し、我が国並びに地域の産業を⽀える実践的な研究の取り組みを⼀層推進するともに、地域の発展に貢献する」とし、産学官
連携活動を全学的に推進するものと位置づけている。

　基 礎 情 報

・材料系分野（熊⼤マグネシウム合⾦・触媒・有機薄膜）
・薬学系分野（有⽤植物を活⽤した創薬・薬理学を基盤とした創薬標的スクリーニング系）
・医学系分野（再⽣医療品、⽣殖⼯学）

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

1,711,516 669 1,806,290 2,712,654

30％以上 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

552,848 297 352 23

114 29

485,870 272 612,449 303 26

321,255 175 485,852 189 23

1,251 名

研究・産学連携部社会連携課

北野　太理

096-342-3984

sangaku-somu@jimu.kumamoto-u.ac.jp

164,615 97 126,597

15,124

・本格的な産学連携プロジェクトのプロデュース・マネジメントする機能を強化
・⼤規模なプロジェクトを提案・コーディネートできるURAの育成
・他分野融合や産業界のニーズを取り⼊れるなど、研究者の産学連携意識・能⼒の向上

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

717,128

https://kico.kumamoto-u.ac.jp/
http://kico.kumamoto-u.ac.jp/seeds/

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 2,845 12 13,407 14

2,203,758 237 1,965,312 214 20

67,764 22 58,156 19

5 20

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 15 83 64,919 10 44,749

 実施等件数あたり

研究者あたり 40,099 253.8

特許出願件数 91 0.073

産学連携本部が関与した共同研究 12

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 12

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 450 0.360

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

158

3 G01 測定、試験 13

4 B01 物理的・化学的⽅法または装置⼀般 12

1 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 50

2 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 36

7 C08 有機⾼分⼦化合物等 9

8 A01 農業、林業、畜産、狩猟、捕獲、漁業 8

5 H01 基本的電気素⼦ 11

6 C01 無機化学 10

9 C22 冶⾦、鉄・⾮鉄合⾦等 8

10 C09 染料、ペイント、つや出し、天然樹脂、接着剤等 6

外部資⾦
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 19 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 15 83

12

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 1

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無 4,230

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

8⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
イノベーションジャパン2020（中⽌）

新技術説明会 9⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

BioJAPAN2020 10⽉
2 0 0 0

2 0 0 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 弘前⼤学 第三期中期計画として、「持続的な研究開発及びイノベーションを創出・促進する⼈材の育成・確保のため、産⾦学官によ

る戦略別・分野別クラスターを組成するなど、学外とのオープンな連携体制を強化する。」としている。

　基 礎 情 報

⻘森県弘前市で毎年⾏われている「岩⽊健康増進プロジェクト」で収取した膨⼤な医療・健
康ビッグデータから⽣み出される成果の社会実装に向けた「産学官⺠結集型オープンイノベー
ションプラットフォーム」が形成されている。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

673,679 389 541,935 1,903,521

10％以上15％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

381,441 140 146 24

58 49

351,459 125 668,647 128 22

300,711 70 607,108 69 17

942 名

研究推進部研究推進課

篠村　知明

0172-39-3911

sangaku@hirosaki-u.ac.jp

50,748 55 61,539

10,763

オープンイノベーションプラットフォームで⽣み出される知的財産権やデータ使⽤料で得た収⼊を
基にした持続的・⾃⽴的なプラットフォーム体制を構築する。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

698,966

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 35,514 8 16,601 11

755,561 89 595,308 94

43,874 12 43,692 19

8 27

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 11 86 8,360 4 27,091

 実施等件数あたり

研究者あたり 5,069 90.5

特許出願件数 71 0.075

産学連携本部が関与した共同研究 0

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 0

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 212 0.225

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

56

3 G01 測定、試験 14

4 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 6

1 C08 有機⾼分⼦化合物等 28

2 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 18

7 C01 無機化学 3

8 A01 農業、林業、畜産、狩猟、捕獲、漁業 2

5 C09 染料、ペイント、つや出し、天然樹脂、接着剤等 5

6 C25 電気分解・電気泳動⽅法、そのための装置 4

9 A23 ⾷品・⾷料品等 2

10 F03 液体⽤機械・機関、⾵⼒原動機、ばね原動機、重⼒原動
機等 2

外部資⾦

2

6 7

2
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 5 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 5 188

11

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 1

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程 守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー

⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

0 0 0 0

0 0 0 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ ⾦沢⼤学 ⾦沢⼤学は、真理の探究に関わる基礎研究から技術に直結する実践研究までの卓越した知の創造に努め、それらにより

新たな学術分野を開拓し、技術移転や産業の創出等を図ることで積極的に社会に還元する。

　基 礎 情 報

①原⼦間⼒顕微鏡（AFM）を駆使したナノ計測分野。②⾃動運転技術（レベル3，4）
に必要な認識技術等に関する研究。③スマート設計や複合材料等の⽣産技術に⽴脚した
機械加⼯分野。④遺伝・ゲノム動態、神経精神医学に⾄るライフサイエンス分野。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

2,137,160 951 1,369,477

20％以上25％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

541,596 312 324 25

73 38

478,953 285 572,343 282 27

377,306 214 482,573 209 24

1,500 名

研究・社会共創推進部産学連携推進課

寺⽥　智幸

076-264-5298

sangaku@adm.kanazawa-u.ac.jp

101,647 71 89,770

15,281

教員個々が個別に対応する共同研究体制を刷新し、産学官連携活動を組織対組織による
研究推進体制に改める。さらに、共同研究など⺠間からの研究開発資⾦導⼊を、拡充するた
め、あらゆる可能性を模索し、企業群等との新しい関係構築に専念する。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

680,856

http://ridb.kanazawa-u.ac.jp/seeds/index.php
https://research-promotion.adm.kanazawa-u.ac.jp/

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 72,626 33 52,593 36 48

1,756,901 292 2,156,209 299 17

75,187 52 58,880 53

17

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 19 79 2,561 19 6,287

 実施等件数あたり

研究者あたり 22,811 115.2

特許出願件数 82 0.055

産学連携本部が関与した共同研究 7

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 1

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 301 0.201

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

198

3 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 19

4 C08 有機⾼分⼦化合物等 16

1 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 51

2 G01 測定、試験 43

7 H01 基本的電気素⼦ 7

8 B25 ⼿⼯具、可搬型動⼒⼯具、マニプレータ等 4

5 C07 有機化学 13

6 G06 計算、計数 10

9 C01 無機化学 4

10 C22 冶⾦、鉄・⾮鉄合⾦等 4

外部資⾦

27
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 4 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 18 83

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

2021年8⽉19⽇(⽊)

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
ＪＳＴ⾦沢⼤学新技術説明会（ウェビナー）

⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

0 3 0 0

1 1 4 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 岐⾩⼤学

産学連携に関する広報活動等の拡充を通じて共同研究を推進し、第３期中期⽬標期間中の共同研究契約総額を第
２期中期⽬標期間の総額⽐で15％以上増加を⽬指す。また、⾃治体等と連携し、地域の特徴を活かしたプロジェクトを
創出するなど、地域産業の振興を⽀援する。

　基 礎 情 報

岐⾩⼤学の強み分野である⽣命科学、環境科学、ものづくり分野について、それぞれ研究セ
ンターを組織し、知識・⼈材の有効活⽤により⼤きな研究プロジェクトに共同で取り組む環境
を整備。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

817,400 407 527,332 1,538,843

10％以上15％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

474,396 357 423 26

193 13

430,888 316 617,496 391 25

276,301 175 381,680 198 28

968 名

研究推進部研究企画課

⼩栗　修平

058-293-2087

gjai03003@jim.gifu-u.ac.jp

154,587 141 235,816

11,293

岐⾩⼤学の強み分野である⽣命科学、環境科学、ものづくり分野の研究センターにおける、
組織対組織の産学連携活動を意識した、⾰新的な研究課題に対する⻑期的な⼤型共同
研究の創出と実施。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

678,636

http://www.sangaku.gifu-u.ac.jp/
http://www.sangaku.gifu-u.ac.jp/download/index.html#sankangaku

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 50,128 30 6,916 23

674,017 187 559,898 196

53,447 39 19,278 43

20

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 17 57 3,319 9 12,362

 実施等件数あたり

研究者あたり 8,795 187.1

特許出願件数 48 0.050

産学連携本部が関与した共同研究 0

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 0

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 248 0.256

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

47

3 C07 有機化学 9

4 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 8

1 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 34

2 G01 測定、試験 11

7 B29 プラスチックの加⼯、可塑状態の物質の加⼯⼀般 6

8 G06 計算、計数 5

5 B25 ⼿⼯具、可搬型動⼒⼯具、マニプレータ等 7

6 C01 無機化学 7

9 C08 有機⾼分⼦化合物等 4

10 H01 基本的電気素⼦ 4
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 14 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 4 242

33

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 1

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

９⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
岐⾩⼤学産学連携フェア

⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

1 1 0 0

2 0 0 1受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ ⻑崎⼤学
　基 礎 情 報

熱帯医学・感染症、放射線医療科学分野において、国内外の関係機関との共同研究及び
受託研究を数多く実施し、顕著な成果をあげている。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

1,333,973 641 0 1,381,989

10％以上15％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

471,436 204 243 27

56

404,292 165 629,950 211 24

340,915 134 584,929 155 18

1,225 名

研究国際部研究推進課

松永英美

095-800-4111

kensui@ml.nagasaki-u.ac.jp

63,377 31 45,021

15,774

⼤学と地域の間の情報の緊密化を図り、⻑崎オープンイノベーション拠点を核とし,当⾯は
「AI・IoT・ロボット」、「海洋」、「航空機産業」、「医⼯連携」、「アントレプレナー・スタートアッ
プ」（4分野、5領域） の分野について強化していきたい。産業振興及び地域課題の解決に
取り組んでいきたい.

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

669,931

https://www.ciugc.nagasaki-u.ac.jp/
https://www.ciugc.nagasaki-u.ac.jp/seeds/

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 91,866 81 82,070 106 34

1,915,819 348 2,110,234 347 18

93,530 89 90,025 114 40

8

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 14 88 1,664 8 7,955

 実施等件数あたり

研究者あたり 14,926 304.6

特許出願件数 58 0.047

産学連携本部が関与した共同研究 7

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 0

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 201 0.164

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

49

3 G01 測定、試験 11

4 C07 有機化学 8

1 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 13

2 H02 電⼒の発電、変換、配電 12

7 B01 物理的・化学的⽅法または装置⼀般 3

8 H01 基本的電気素⼦ 3

5 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 5

6 C08 有機⾼分⼦化合物等 4

9 A01 農業、林業、畜産、狩猟、捕獲、漁業 2

10 G06 計算、計数 2

外部資⾦

76
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 11 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 7 175

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

7⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
ファーマラボEXPO2019

イノベーションジャパン 8⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

バイオジャパン 10⽉
0 1 1 2

1 0 0 0受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備



⼤学全体の経営理念における産学官連携活動の取組⽅針

⼤学の得意分野とその具体例

千円

産学官連携活動において今後重点化したい事項

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

⼤企業 位

中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

運営費交付⾦ 百万円

研究者数

窓⼝

担当者

TEL

Email

産連HP

シーズDB

全体 位

 ⺠間企業のみ 位

産学連携担当部署 ⼤企業 位

名 中⼩企業 位

※順位は2019年度の受⼊額を国公私⽴で⽐較したもの

※専⾨家を配置している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

件

件

職務発明の帰属

特許権実施等件数

特許権実施等収⼊（千円）

国
⽴ 横浜国⽴⼤学

　⼤学の経営基盤を強化するには産学官連携を通じたイノベーションで⾼い評価を得る必要がある。
　そのために「質の⾼い産学官連携」、すなわち「本気の連携」、「⼤型の連携」、そして「組織対組織の連携」を構築してい
く。

　基 礎 情 報

　“本学の強み”を強化し、“次の時代を担う強み”を創出するため、産学官連携推進部⾨が
重点⽀援を⾏う研究対象を毎年選び出し、部⾨の「⼈的資源（産学官連携コーディネータ
―や知財マネージャーによる⽀援など）」や「知的資源」を集中投⼊している。

科研費 その他政府系資⾦
(千円)

⺠間資⾦
(千円)⾦額 件数

1,123,429 356 1,704,071 753,321

10％以上15％未満 有 無 有 無

間接経費割合 株式の保有 新株予約権の保有

■共同研究
2018年度 2019年度

順位※
件数

638,681 296 343 28

35

498,734 266 526,749 307 28

458,338 235 506,520 272 21

570 名

研究・学術情報部　産学・地域連携課

副課⻑　潮　正章

045-339-4447

sangaku.sangaku@ynu.ac.jp

40,396 31 20,229

8,336

　⼤学の基礎研究などを育成し、得られた知的財産をもとに⼤学発ベンチャーを⽣み出し、⼤
学発ベンチャーによる知的財産の実⽤化を加速することで社会における事業創出につなげてい
くためのイノベーション・エコシステムの構築に取り組む。

受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円）

659,249

https://www.ripo.ynu.ac.jp/
https://er-web.ynu.ac.jp/

■受託研究
2018年度 2019年度

順位※
受⼊額（千円） 件数 受⼊額（千円） 件数

実務者当たり研究者数 31,442 10 31,461 8

1,530,212 123 1,470,843 105 25

42,037 11 31,461 8

0

専⾨家の配置 弁護⼠ 弁理⼠ 税理⼠ 公認会計⼠ その他

実務担当者数 22 26 10,595 1 0

 実施等件数あたり

研究者あたり 6,501 147.8

特許出願件数 100 0.175

産学連携本部が関与した共同研究 2

内、マッチングを⾏い、契約締結した件数 1

⼤学 発明者 未設定

特許保有件数 395 0.693

出願数上位技術分野（2019年公開）

順位 IPC 分野 件数

44

3 H01 基本的電気素⼦ 14

4 C25 電気分解・電気泳動⽅法、そのための装置 12

1 G01 測定、試験 19

2 C12 ⽣化学、微⽣物学、遺伝⼦⼯学等 17

7 G02 光学 9

8 C01 無機化学 8

5 H02 電⼒の発電、変換、配電 11

6 B01 物理的・化学的⽅法または装置⼀般 9

9 C07 有機化学 8

10 A61 医学・獣医学︔衛⽣学 7
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ＵＲＡ

名 社

各種規程類の整備状況 件

件

※各種規定類を整備している場合は、⾚⾊で表⽰されます。

クロスアポイントメントの実績（⼈）

■組織的産学連携活動の取組事例

■産学連携活動の主な実⽤化事例

B21 C21 H01 G01 F21 D01 ####

B22 C22 H02 G02 F22 D02 A22

B23 C23 H03 G03 F23 D03 A23

B24 C25 H04 G04 F24 D04 A24

B25 C30 H05 G05 F25 D05 A45

B26 H99 G06 F26 D06 A46

B27 G07 F27 D07 A47

B28 G08 F28 B67

B29 G09 B68

B30 G10 C10

B31 G11 C11

B32 G12 C12

B33 C13

C14

⼤学発ベンチャー数 20 インキュベーション施設

相談窓⼝ ⽀援ファンド 有 無

URA当たり研究者数

実務担当者数 8 71

15

産学連携ポリシー 職務発明規程（教職員のみ対象） 設⽴ポリシー・推進計画 ⽀援総額（千円） 利⽤件数 6

有 無 有 無 部屋数

知的財産ポリシー 職務発明規程（教職員、学⽣対象） 有 無

共同研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員のみ対象）

受託研究取扱規程 発明補償関係規程（教職員、学⽣対象）

研究成果有体物取扱規程

１０⽉

守秘義務に係る規程（教職員のみ対象）

営業秘密管理に関する規程 守秘義務に係る規程（教職員、学⽣対象） イベント名 実施時期

株式の取扱等規程、ポリシー
CEATEC

YNU研究イノベーション・シンポジウム １２⽉
⼤学等 公的機関 ⺠間企業 その他機関

テクニカルショウヨコハマ ２⽉
1 0 0 1

0 0 0 3受⼊

派遣

ベンチャー⽀援体制

産学官連携を⽬的とした主なイベント・外部の展⽰会

その他の体制整備
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